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糸口
　1971年4月9日，モタッハリーはホセイニエ・イルシャードとの関係を最終的に断った。
もはや同協会で講演することはなかった。1963年の秋の暮れ，テント張りの「講義室」を
用いてこの「近代イスラーム」の教育機関は開始された。設立以来メンバーの一人であっ
たモタッハリーは，複雑な思いの中で，しかし断固として挟を分かつ決意をしたのである。ω
　彼は同協会の副会長ではあったが，直接財務，行政的役割を果たすことはなく，主とし
て講演会や出版関係の業務を通じて隠然たる影響力を持っていた。彼が若い頃に培った主
要な思想の骨格が定まり，深化，開花したのがこの時代であったのは疑いがない。
　モタッハリーがホセイニエ・イルシャードを去る直接の理由は，劇設メンバーの一人ミ
ラーチー（Naser　Mirachi）の専横に対する抗議であったと言われる。（2）しかし，協会の財政・
行政的運営上の問題と並び，おそらくそれ以上に重要な理由として，協会活動の屋台骨で
ある講演会や出版事業の方針に関わる問題があった。具体的には，アリー・シャリア
ティー（‘Ali　Sharl’ati）との関係に代表されるように，モタッハi］　一が拠って立つ思想と協
会の立場にはもはや妥協を許さないほどの乖離があったのだ。
　モタッハリーは1971年4月3Bに協会の諮問委員会に宛てた手紙の中で，協会運営に関
する最終的な提案を行った。その中で，設立当初予想もつかなかった事態が生じた現状に
関しては，現実的に対応してゆけばよいとしながら，最大の問題点を克服する対策として，
宗教学者（ウラマー）をメンバーに加えた運営委員会の設立とその構成員の資格について
提案を行った。つまり，協会の活動，ことに講演内容は無統制であってはならない，とい
うのである。運営委員会に二名のウラマーを参加させること，しかもそのウラマーはイ
ジュティハードの資格を有するべきである，というのが主要な条件であった。イジュティ
ハードというのは，高級宗教学者のみに許されている独立した法的判断を下す権限のこと
である。（3＞彼は同書簡の終わりで自らの立場を次のように述べている；
　　この私は，20年前に独立して思索するようになってからは，宗教学者（ruhaniyat）
　　に関して，批判的ではあるが（岡時に）真蟄な支持者であり続けて参りました。この
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基本を真剣に支持し，擁護してい
ます。同時に私自身の誇りがこの
階層に属することであることも承
知しております。私は最も優れた
人物をこの階層に見出してまいり
ましたし，宗教学者を1400年続く
イスラーム文化の継承者であると
承知いたしております。そして，
私自身がこの実りの分け前を頂く
もの（kh◎sheh　chini）であります。
この教え（イスラーム）は必ず生
き延びねばなりませんし，他の何
物もその地位に取って代わること
はないと確信いたしております。
私は宗教学者の基盤に対抗する如
何なる種類の戦線にも反対いたし
ますし，「宗教学者抜きのイス
ラーム」というテーゼを一種の帝
国主義であると認識しています。
と同時に，私は宗教学者層に対し
て一人の批判者でもあります。私
モルタザー・モ汐ッハリー
は宗教学者層の申で改革（eslahati）が行われねばならないと確信しているのです。こ
の聖なる服（僧衣）を身に着けた無資格な（na－layeq）な者が多くいます。誤ってこ
の聖なる服を身に着けた者や，真の宗教学者以上に宗教学者であることを見せかける
（sang－e　ruhaniyat　ra　beh　sineh　mi－zanand）人々に盲目的に従うべきではありません。
20年も前から今日まで，私の言ったこと，書いたこと，それらはすべて二つの原則，
つまり（宗教学者への）支持と疵判に基づいているのです……ω
　要するに，反宗教勢力に対する戦いと宗教勢力の抱える内部問題への対応であった。と
ころで，およそ20年前とは，モタッハリーが現在シーア派イスラーム世界で最高の学問の
府であるコム（Qom）の町から首都テヘランへ移住した頃である。事実，モタッハリー
の教育，著述，講演活動が本格化するのはちょうどこの頃（1952年）からである。この意
味で，主人公の生涯を理解するために，テヘラン在住期間はきわめて重要である。ただそ
の前に，この期間の活動の意義をいっそう明瞭に理解するために，それ以前の彼の経歴を
調査する必要がある。
〔生い立ちからコムに至るまで一1919－37年ごろ〕（5）
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　モルタザー・モタッハリーは，1919年，イラン最大の宗教都市マシュハドの南に位置す
るファリーマーン（Fariman）で生まれた。宗教学者の家系であった。父親はホセインHajj
Shaykh　Mohammad　Hosein，母親はスカイナといい，彼女も宗教学者の娘であった。二人に
は5人の男子と二人の女子，計7人の子供がいた。モタッハリー（モルタザー）は次男で
ある。
醐の舛一によれば，（6＞祖父のアリー　Akhund　Molla　Mohammad　‘Aliは，19世紀末（1878
～ 82年ごろ），聖地マシュハドからファリーマーンに移住してきた。地元の名士といざこ
ざがあったが，イスラーム暦第一月モハッラム月に行われるシーア派の聖者イマーム・ホ
セインの殉死を追悼する集会で受難物語を見事に語った。その結果，住民から岡地に留ま
るように要請を受け，ファリーマーンに定住することになったという。モタッハリーの父
親は，この人物の第三児であった。非常に正直な人物で，特に金銭には厳格であった。文
書作成の手数料などで生活していたが，生活はつつましいものであった。父親譲りなのだ
ろうか，モタッハリーは自ら語るように，「自分は蓄財に関しては機会を放棄してしまって
いるので，多分他の人から見れば，ちょっと気が変（divanegi　va　jonun　shabih－tar）に見え」（7）
る面があった。一方，母親のスカイナは学問のない女性ではあったが，記憶力抜群で弁舌
に優れていた。モタッハリーは母のことをコンピューターのようだ，と述べている。
　この母親について次のような話がある。男子の子供たちは父親のもとで初歩のアラビァ
語の勉強をしていたが，そばで聞いていた母親は，父親の子供たちに対する質問に正しい
答えを鐵したという。彼女は大変気丈夫で，常々貧者に対して施しを行う人物であった。
弟によれば，モタッハリーの記憶力のよさや弁香の巧みさは母親譲りである，と言うこと
になる。ただし，彼自身は生涯もの静かで，期数の少ない人物であった。
　モタッハリーは，大体5歳頃に書物に興味を示し始め，父の書斎にこっそり入り込んで
いた。他の子供のように子供らしい遊びをすることがなかったので，両親は心配していた
らしい。友人達と川へ泳ぎに行っても裸にならないで，友達ともあまり遊ばなかったとい
う。
　10歳になって，伝統的なイスラームの学問を開始した。そして，13歳の時（1932－33
年ごろ），長男とともにマシュハドのエブダール・ハーン宗教学校という学校で2年間宗教
の学生として修学した。
　ところで，1930年代のイランといえば，1979年に崩壊したパフラヴィー王朝（1925～
79）の翻始者，レザー・シャー（1925－41在位）の時代であった。この人物は統治の初期
においては，イラン社会に隠然たる影響力をもつウラマーの力を利用する政策を採ったも
のの，一旦自らの権力の基盤が据えられたと判断するや，イラン民族主義の名のもとに反
イスラームの立場を鮮明にした。女性のチャドルの禁止，洋服の採用などが典型的な政策
であった。
　八代目イマームの廟があり，国内最大の聖地マシュハドにおいてもその影響が見られ
た。宗教的学問は概して低調であった。モタッハリー自身自伝で次のように述べている；
　　私は子供の頃，大体1935～36年ごろですが，ホラーサーンに住んでおりました。も
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し人々の記憶にあるとすれば，ホラーサーン地方で特にあの事件の後，地域全体で2
－ 3人以上の宗教家（ターバンを被っている者mo’amem）はいなかったことがわかっ
ています。80歳くらいの老人と，60歳ならびに70歳のモッラー，モジュタヘド，教
師たちが留遣されておりました。学校の扉は常に閉ざされていました。ほとんどの学
校の扉は意味あって閉ざされていて，誰一人宗教が再び蘇生するなどとは信じており
ませんでした。㈲
　すでに述べたように，モタッハリーはマシュハドの地で2年間滞在した後，故郷のファ
リーマーンへ戻った。そしてさらに2年間，ひたすら読書に時を過ごした。後にこの2年
聞を振り返って；
　　私に如何なるものであれ，研究の基盤の歴史というものがあるとすれば，それはマ
　　シュハドからファリーマーンに戻ったあの2年問と結びついています♂9）
と，述べている。
　17歳または18歳になったモタッハリーは（1936年または37年），当時シーア派世界で
注Nを受け始めていた宗教研究の中心地，コムの町へ行く決意をした。この町はシーア派
徴界で特異な位置を占めてきた。その端緒となったのは，既述の八代霞イマーム，アリー・
レザー（770～818）の妹ファーテメが，マシュハドにいた兄に会うために長途メディナか
らイランへの旅をして，病に艶れた結果，この地に埋葬された事件である。816年のこと
であった。ae）
　その後，権力者や一般信者の篤い信心の対象として，コムの町は彼女の墓廟を中心に発
展する。この町に関する多岐にわたる伝承を分類すると，（1）圧制者からの避難所，（2）
宗教的学問の中心地，（3）神によって最も祝福された町，（4）巡礼地，などとして人々
に受け入れられてきた。kD
　19世紀末に至っても，ファーテメ廟は特に女性信者の憧憬の地であるとともに，時の権
力者たちは多大な代価を支払って少しでも至聖所に近い墓所を獲得しようとした。この町
は首都テヘランから呈50キロメートルと近く，例えばカージャール王朝（1785　一　1925）末期，
アミーヌッ・ソルターン親子は，首都とこの聖都を結ぶ幹線道路の整備に尽力した。（’2）
　このようにコムの町は巡礼地，埋葬の地としては国内有数の聖地として人気があったも
のの，1920年代前後に至るまで学問の中心地として必ずしも盛況であったわけではない。
シーア派世界では，現在のイラク南部（アタバートという）にイマームたちの聖廟が多数
存在するため，伝統的に学問の中心地として栄えていた。しかし，1921年，ハーエリー
（Abd　aH（ar圭m　Ha’eri　Yazdi，1859－1936）という人物がコムに来たり，学院再興の基礎を据
えたことによって，現在にいたるまでコムはシーア派学問研究の中心地として承認される
に至ったのである。（13）
モタッハリーはこの町で宗教的学問を研鐙する決意を固めたのだが，周囲はこれに反対
を唱えた。既述の通り，当時のイランはレザー・シャーの反宗教的，民族主義的政策によっ
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て，宗教学者として身を立てることがきわめて園難であったことが最大の理由であった。
マスジェドは閉鎖され，宗教家であった者も職業を変え，政府の役人になったりするよう
な時代であった。特に，母親は息子にファリーマーンを離れて欲しくなかった。母親は
様々な策略をめぐらせて，モタッハリーにコム行きを思いとどまらせようとするが，結局
彼の決心を変えるには至らなかった。（1’t＞
〔コム時代，研讃〕
　コムの町に移ってからの1－2年間は，まともに居住する部屋も得られないほどで，ま
るでトイレのような部屋で生活していたという。案の定，病気に罹ってしまった。しか
し，回復してからは学問を再開し，1941年には弟（第四男のタキー，Mohammad　Taqi
Motahhari）をコムに誘っている。弟はこれに応じた。1937年から1952年にいたるコム滞
在は，実質的に哲学者・思想家モルタザー・モタッハリーが形成された時期である。この
時期に，テヘラン移住後の活動の中身がほぼすべて具体的な形で現れている。これが可能
になったのは，まず何より生涯を共有する恩師と友人に出会ったことであろう。彼らとの
学習，議論を通じて，モタッハリーの問題意識は徐々に鮮明になっていった。では，まず
当時の学院の雰囲気について述べてみよう。
　イスラーム世界の学校にも必修科目はある。アラビア語，文法，文学，論理学，コーラ
ン解釈学，伝承学，聖者伝，法学原理などである。しかし，ほとんどすべては，いわば選
択必修科図である。モジュタヘドといわれる高級宗教学者の資格を得るためには，これら
の学科について該博な知識が要求される。多くは暗記中心の科目であるが，これらの分野
の知識はあらかじめ定められた教師の授業に出席することによって，自動的に与えられる
のではなく，学生たちが主体的に選んだ教師のもとで研鑛を行う。特に上級生になると，
質疑応答の授業が中心を占める。いつ卒業の認可を得られるかは定まっていないので，何
年経ってもモジュタヘドになれない者がたくさんいる。一方，教師の側からいえば，魅力
のない授業しか提供できない教師に学生は集らないので死活問題である。以上がイスラー
ム世界の学校制度の原則である。後述するように，薪たにコムにやって来たモタッハリー
にとって，最大の恩恵は，優れた教師，ホメイニー（－1989），ボルージェルディー（－
1961），タバータバーイー（1903－82＞などの恩師に墨会ったことである。加えて，全体と
してのコムの学院に充満していた雰囲気が，彼の思想的立場を形成する上で大いに影響し
ていたと考えられる。
　ヴァーエズザーデに拠れば，（15｝設立者ハーエリーの先見の明により基盤が据えられた学
院には，穀しい時代に適合した学問が論議される雰囲気があったという。つまり，この時
代に先立つ様々な事件，たとえば，1891－92年の反タバほ利権闘争に始まり，1905－11年
の立憲革命，第一次世葬大戦，さらにこの時代に一貫して観察できる英国ロシアを中心と
する帝国主義諸国の侵略，確執をハーエリーは具に体験していたので，実践的な対応策を
考案していた。あまり役に立たない旧態依然たる議論以上に，実質的にコムの学院，ひい
てはシーア派全体の改革に留意していた，というのである。
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　確かにハーエリーが指導していた時代は，シーア派の宗教学者が社会・政治的に目覚め，
決定的に重要な役割を果たす礎となった時期である。しかし，これには別の政治的現実が
反映していた。すでに指摘したように，30年代以降とみに厳しさを加えたレザ・一一一一シャー
の宗教政策に露骨に対抗するのは得策ではなく，しばらく忍耐しながら宗教制度の内面を
充実させることを企てたのが実情であった。
　ハーエリーが採用したこの作戦は，長期的には成功を収めたといえるが，短期的には国
王の圧制に加担する効果があったことも事実である。とまれ，このときを起点にコムの町
は再興した。やがて，アタバートを凌駕する宗教的学問の中心地となる一歩を踏み出した
点は，特筆に価する。
　1936年にコム再興の立役者が没した後の大事件は，ボルージェルディー（Hajj　Aqa
Hosein　Tabataba’i－ye　Borujerdi）が〔’fi）この町に定住することになったことである。この人物
は，イラン西部の州，ロレスターンなるボルージェルドに生まれた法学者である。多くの
弟子の教育に従事して，1961年に他界するまで，特に法学の分野で令名が高かった。同時
に高い倫理性をもつ人物としても知られていた。彼は，19世紀半ばに制度化された単一の
マルジャイ・タクリード（模倣の源泉）と言われるシーア派学界で最高の学識を持つ者と
して受け入れられた最後の人物で，学界で広範な影響力をもっていた。
　モタッハリーは法学の分野でこの入物から強い影響を受けた。特に，その厳密な方法は
当代wa－一との定評があり，彼は所々で賞賛している。例えば；（ボルージェルディーは）
　　　一方でシーア派とスンナ派の伝承者列伝の知識，他方でイスラーム諸分派の法令や
　　法学に関する情報によって，時には（独自な）伝承の解釈を提示されることがありま
　　した。（つまり），最初その伝承から意味と理解に思いをいたし，しかる後にあの方は
　　分析を行い，（例えば）この質問をイマームに対して行った人物はある町あるいはある
　　地域の人々であった，だから，そこでは人々は～般の法学者たちの申のある法学者の
　　法令に従っており，その法学者の法令がこれであった。そして，その人物がその周辺
　　にいて，彼の法令がその周辺で流布しており，後に彼の意見が先例に基づいており，
　　その後彼の質問の意図は（実は）こうであったことが分かる。つまり，（まず）尋ね
　　て，それから答えを聞くというのである。あの方がこれらの理由を分析し，自らの言
　　葉で解説なさるとき，わたしたちは，質問と答えの意味と理解が入れ替わり，伝承が
　　形を変えてしまうことが分かりました。
　　　・・（中略）
　　　師は法学原理（osul－e　fiqh）に関する該博な知識をもっていて，原理上疑わしい根拠
　　に基づく法学上の問題は余りありませんでした。また，憶測で問題に対応することは
　　決してなく，時々皮肉でおっしゃいました。学生諸君は，一つの「（確固たる）原理」
　　を手に入れて，それを口実として，討論することを期待しているのでしょう，と。（17）
　当蒔のコムの指導者たちがボルージェルディーを招聰しようとした主な理由は，出身地
ボルージェルドの学院復興に果たした彼の手腕と実績である。ヴァーエズザーデに拠れ
220
大阪外国語大学論集第3ユ号（2005年）
ば，ホメイニーは「ボルージェルディー師は30年遅れてコムに来られた。もし師が30年
前においでになっていれば，コムの学院は学問の観点から異なったものになっていただろ
う」（’8｝と述べたという。いずれにせよ，この人物の到来によって，同地の学問，特に宗教
原理，比較法学（fiqh－e緻b圭qi）の分野で著しい発展が見られた。無論，モタッハリーも大
いに恩恵を受けた。
　ボルージェルディーは，同時代の社会，政治問題に関しても広範な知識をもっていたが，
政治に対しては終始慎重な態度を保持し続けた。実はこのような態度は，宗教学者が伝統
的に保ち続けたものであって，先述のハーエリーにも当てはまる。
　と岡時に，現実の歴史的条件を考慮に入れることが肝要である。q9糖二次世界大戦のさ
中，イランは厳正中立を宣言したにも関わらず，列強はこれを全く無視した。一方，レ
ザー・シャーは国内における権力を確固たるものにしており，英国・ロシアにとっては必
ずしも扱いやすい人物ではなかった。結局，194ユ年，これらの国の圧力によって国王は廃
位され，モーリシャス島に流された。後を受けた息子のムハンマド・レザーは，若く，軟
弱な国王であった。戦後のイラン内政は混乱し，社会，経済状況の悪化が原因で共産主義
勢力が台頭してきた。しかし，1951－2年の石油国有化運動とそれに続くアメリカCIA
に支持された国王派のクーデターが成功し，アメリカとイランの関係は決定的となった。
国王の態度は～変した。特にアメリカの財政的援助を頼む，農地改革を骨子とする「白色
革命」が1960年代初めに開始され，それなりの成果を挙げると，自信を得た国王は，父親
陶様民族主義的，反宗教政策を採用する。象徴的事件に，1971年10月，古代アケメネス
王朝ペルシアの菖都，ペルセポリスを舞台に開催された建国2500年祭があった。
　このようにハーエリー，ボルージェルディーと続いたコム学院の「整備」の過程は，い
わば歴史状況の副産物であって，必ずしも宗教勢力が主体的かつ積極的に打ち出した方策
とはいえない面があった。ただ，この準備期がなければ，後の宗教勢力の拡大はまず考え
ることができない。これは歴史の大きな皮肉であった。つまり，ホメイニーやターレカー
ニー（191e～79）そしてモタッハリーなど，79年の革命の立役者たちが徐々にではある
が着実にその環境の中で育っていたのである。
　さて，話をモタッハリーに戻そう。17～8歳でコムに来たり，最初の1－2年は極貧状
態で身体を壊したところまで述べた。この頃のモタッハリーは，若者らしく将来の不透明
さに悩んでいた。特に思索の根本が定まらぬため，精神的に極めて不健康な状態にあっ
た。本人はこう述べている；
　　　私が自分の精神の変化について覚えている限りでは，13歳の時にこの胸の騒ぎを内
　　に覚え，神に関する問題について不思議な感情を見出しました。様々な疑問（勿論，
　　その当時の思想の程度に応じてですが）が次から次へと私に現われました。コムに
　　移った最初の頃は，まだアラビァ語の初級も修了しておらず，このような思想の中で
　　溺れながら，激しい「孤独」への願望が私の中にあらわれていたのです。（私の）存在
　　は部屋（hojrah）に耐えることができませんでした。二階の部屋を半ば墓のような部
　　屋に変え，一人で自らの考えとともに暮らしておりました。
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　その頃，私は勉強や討論をしなくてもよい自由な時間に他のテーマについて考えた
くなかったし，思索の時間には，その他のあらゆる問題や，自分が人生で選択した道
について考えておりました。もしこの選択の代わりに新しい研鎭の分野を選ぶとすれ
ば，それがよりよいのだろうか，そうではないのだろうか，などと考えました。
　当然，その頃の心の状態や信佛や知的な営みに対して価値を見出す傾向と同時に，
私の心にまず訪れたのは，このままで私の精神と知性の状態はどのようになるのか，
ということでした。今，神の唯一性（tawhid）の原理，預醤者性，復活，イマーム性
その他に対して持っている信仰，これら並々ならぬものに対して（そのころ）いとお
しいと考えておりました。（ただ）もし自分が自然科学の一分野や数学，文学を選択す
れば，どのような状況になっていたでしょうか。
　私は自問自答していました。この原則（イスラーム）への信奉や真実な精神は，根
本的に人閲が古い学問の分野を修得することとは無関係なのではないか，と。多くの
人々がこの学問を捨てて，他の分野を専攻しています。それなのに，彼らは強い信仰
をもっていて，実際に敬慶であり，普通のイスラームの支持者で宣揚者（m◎ballegh）
でもあります。さらに，多かれ少なかれ，イスラーム研究もしています。実際，私が
その分野でみずからの信御の基盤を手にすることは可能でしたし，（それは）今手にし
たものより良いかも知れないのです。（2°）
　このような深劾な悩みの中にモタッハリーはあったが，相変わらず通常の授業は続いて
いた。転機は訪れた。本人よれば，この低迷の状態は神智学（hikmat－e　elahi）との出会い
によって脱出の機会を得たのである。この点は後で触れる。とまれ，迷いの隙路を脱出し
たモタッハリーは活発に教師や同僚と議論を行った。ヴァーエズザーデの説明によれば，
社会，政治，学問の改革をめぐる討論を行い，徐々に若い学僧の問でリーダー格になって
いったという。｛L’1）そして，彼の形成したグループの中から，79年の革命以後重要な地位に
就く者が輩出した。
　コムの学院内部は決して一枚岩であったのではなく，政治や学問上の指導権をめぐって
対立，抗争が見られた。この対立は学生間のみならず，授業をめぐって教師と学生の対立
としても現われた。いずれにせよ，宗教学の都コムは，再興者たちの思惑に従い，比較的
自由かつ活発な雰囲気であり，モタッハリーが社会，政治的関心を明確にするのにふさわ
しい環境をある程度提供していたようだ。　しかし，同じくヴァーエズザーデによれば，コ
ム滞在の最後の1－2年は，彼にとって窮屈であったという。やがてモタッハリーは，躇
躇しながらもこの町を去り，首都テヘランに向かう決意をした。（2Z）
　一方，弟のタキーは，テヘラン移住直前の1952年ごろ，兄弟の経済状況は最悪であった，
と述べている。1ヶ月の家賃10－15トマーンの部屋で生活しており，父親の書物を売却
するなどしてしのいでいた。ちょうどその頃，テヘランでバーザール商人やその他の人々
に哲学を教える仕事が転がり込んだ。給与は250トマーンであった。モタッハリーは大い
に喜び，やがて大学での仕事に專念できる環境が出来上がった。⑳1952年にテヘラン移住
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を決意した主要な理由として，経済的な要因があったことは明らかである。しかしなが
ら，彼の真骨頂が見られるのはこのテヘラン移住後であり，この出来事は彼の生涯におい
て決定的に重要な意義を持つものであった。ただ，テヘラン時代について述べる前に，す
でに触れたボルージェルディーのほかに，コム時代に出会った3人の師について解説して
おかねばならない。
〔生涯の師との出会い〕
　まず，モタッハリーの第一の師であり，79年の革命の精神的指導考といわれたホメイ
ニーについて述べよう。この人物は，様々な点で誤解されてきた。近代史上に類例のない
革命の華々しさ故に，この人物の過激性，革命性，政治性があまりにも強調されてきた。
モタッハリーは，生涯，師として，また父親のごとく親しく交わった人物について以下の
ように述懐している；
　　　私の偉大なる恩師は大アーヤトッラー，ホメイニー師です…
　　　コムに移住してから，自失の状態にあった自己を他の人格の中に見出しました。私
　　の乾いた魂は，この人物の清澄な水源によって満たされると感じました。コムへの移
　　住の初期においては，未だ心が休まる段階に達しておらず，安易に平穏（ma’qulat）
　　が得られなかったとはいっても，私が敬愛する人物による木曜日と金曜Bの倫理学の
　　授業は，実際，教育（ma’aref）と道徳（seyar　o　soluk）の勉強であって，枯渇した知
　　識の理解による倫理ではなかったので，私を魅了しました。誇張ではなく，この授業
　　は私を魅了したのであって，次の週の月曜日，火曜Hまで，激しく私をその影響下に
　　置きました。
　　　私の人格の重要な部分がその授業の中で，そして後にはその尊い教師に従った12年
　　間に学んだその他の授業において，約束されたのであって，自分が彼に魅了されたこ
　　とが分かっていたし，今でもわかっています。まさしく，あの方は「神の聖なる魂
　　（R癒al－Lah）」でした。
　　　しかし，そのヂ案内された旅（safar－e　borδeh）」において何百もの心の宿営を彼に同
　　行しました。そこには，彼の名前，言葉の聴聞，暖かい魂，張りのある声，鉄のよう
　　な意志，廉薩さ，勇気，洞察力，沸き立つ信仰，特殊であるのに普通の言葉，などが
　　ありました。つまり，命の命，勇者の勇者，眼の光，イラン国民の愛しい魂である大
　　アーヤトッラー，ホメイニー師は，よき人であり（hasanah），神が私たちの世紀と時
　　代へと導いてくださり，明白な証拠（mesdaq）とされたのでした。「まことに，神は
　　いずれの時代にも公正で偉大な人物を設けて，過誤を犯す人々の逸脱を己の宗教から
　　取り去ってくださるのである」。
　　　あの偉大なお方のそばで護られて知恵を得た12年問，あの智慧と寛容の源の近くに
　　いて感謝しながら魂と智慧の獲得に与ったことについては，徐々に多くを語ることに
　　いたします…C2’｛）
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シーラーズ〈　一一 タiSミー一タJS－〈一
　多少の誇張はあるのだろうが，モタッハリーのホメイニーに対する傾倒ぶりが知れる。
また，彼には誰よりもイマーム（ホメイニー）に近い人物であるという自覚と自負があっ
た。〈25）
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　ところで，ホメイニーの初期の経歴を見ると明らかなように，彼が最も得意とした学問
分野は倫理学，およびイルファーン（神智学，グノーシス）であった。バーケル・モイン
も述べるように，（26｝ホメイニーは若い頃から哲学，グノーシスに強い関心を示しており，む
しろ彼の本質はこの分野であった。イブン・アラビー（lbn　‘Arabi，1165－1240）や，特にモッ
ラーサドラー（Molla　Sadra，　d．1641）への傾倒は顕著であり，とりわけ「完壁な人間（ensan
al－kamel）」伽の概念に基づく「ウィラーヤ（イマームの代理職）」理解は重要である。「完
壁な入剛とは，人聞は神の法（シャリーア）の導きに従って自己を鍛練することにより，
完全になれるという信念に基づいている。すなわち，人問は完壁な状態に至るまで四つの
階梯を経る。つまり，①人間を離れ神に至り，②神にあって神とともにいる（ファ
ナー），③②を経験した修行者は，以前の自分とは全く異なった状態で再び人間の社会に
戻る，④　このように，人問は神の性格を獲得し，しかもその性質を用いて他の人々を援
助する，という考えである。㈱この事情については，モタッハリー自身『イスラームの蟻
識入門』の中でグノーシスや階梯に関して詳しい解説をしている。
　重要な点は，モタッハリーの師，ホメイニーは通常考えられているような政治的過激主
義者では決してなく，むしろ彼の思想の基盤は哲学，グノーシスに裏づけられたウィラー
ヤの思想であった。彼の思想的傾陶は，1963年の事件（後述）を経て，強い政治性を帯び
るようになった。実は彼の弟子モタッハリーの著作，講演を検討しても洞様の特徴が見ら
れるのであって，テヘラン移往後の1950年代から60年代に至るまでのものは，倫理色の
強いものが圧倒豹に多い。〈29）
　さて，上の引用にも見られるように，モタッハリーのホメイニーとの出会いは運命的な
ものであった。この関係は1963年のホルダード月15日事件，さらにホメイニーが国外追
放されても断ち切られることはなかった。それどころか，70年代以降，イラン国内の社
会，政治的状況が不安定になるにつれ，モタッハiJ　一はいわば恩師の参謀の役割を果たす
ようになる。革命成就後は，指導者の絶大なる信任を得ていたため，革命評議会のメン
バーに選ばれている。
　モタッハリーの人生の師として挙げなくてはならない今一人の人物は，タバータバイー
（Sayyid　Mohammad　Hosein・e　Tabataba’i）である。この人物が特筆されなくてはならない理
由は，モタッハリーの哲学思想を支える二本の太い柱，すなわちグノーシスと西洋近代哲
学に関する深い造詣がこの人物と関わっているためである。唯物主義，特に西洋の無神論
に対する論駁は，モタッハリーの生涯における最大の関心事であった。彼はタバータバー
イーに出会う大分前，25歳ころを回想し，次のように述べている；
　　　1944年，正式に理性的学問（‘olum・e　‘aqli）を開始しました。これをやりたいと常々
　　感じていたので，論理学や唯物思想を知り，それに関する意見や思想をそれぞれの本
　　で読みました。
　　　正確ではないのですが，おそらく1946年頃であったと思います。イランのツーデ党
　　がエジプト国内でペルシア語かアラビア語のいずれかで出版した唯物主義者の本に出
　　会いました。タキー・アラーニー（Taqi　Arani）博士の書物を見つけて丁寧に読みま
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した。その頃この新しい哲学の用語に明るくなかったので，それらの問題の理解は私
には困難でした。何國も読んで，ノートをとりましたし，また異なる本も参照しまし
た。アラーニーの本の何冊かをあまり繰り返して読んだので，文章が私の頭の申にへ
ばりついてしまいました。
　1950－51年に，ジョルジュ・（不詳）の『哲学原理』を要約しました。今もその本
とアラーニーのil弁証法的唯物論』からとったメモと要約を持っています。私は言葉
では言い表せない熱意と情熱と興味を持って，神智哲学と唯物哲学を追及し考究した
結果，まだコムにおりましたその頃，唯物哲学は実際哲学ではなく，深く神智学を知
り，理解する者であれば誰でも，すべての唯物的思想を抹殺してしまうだろうと確信
しました。今日に至るまで20数年が経過していても（1977年），私は，この間この二
つの哲学の研究から離れてはいませんが，日に日にその信念は確固たるものとなり，
唯物哲学は哲学を知らぬ者の哲学であると思うのです。
　今でも覚えているのですが，マシュハドでアラビア語の初歩を勉強していた学生時
代の初めから，その他の学者や知識人，発明者（mokhtare’an）および研究者
（moktashefan）の中で，哲学者や神秘主義者（‘arefan），神学者（motakalleman）〔私が
どれほど彼らの思想について知らなかったとしても〕たちが，私の頭の中では重要で
した。彼らを私の思索の一一一’Ptの英雄であると認識していたのは，この理由によるので
した。……⑳
　モタッハリーがタバータバーイーの授業に参加したのは，1950年のことである。した
がって，この蒔期までに，こと西洋の唯物思想についてはすでに相当の準備ができていた
ことが分かる。また，約2年後にテヘランに移倥するので，この師の元で学んだのは2年
半ほどである。モタッハリーは，後に『哲学原理一現実主義的方法』という師の講義に詳
細な注釈を施し，同タイトルの大部の書物を出版している。彼は師タバータバーイーにつ
いて，こう語っている；
　　　1950年，数年前にコムに来ておられて，さほど知られてはいなかった偉大なる教
　　師，タバータバーイー師の授業に参加いたしまして，イブン・シーナー（Bu　‘Ali　Sina）
　　の哲学を先生から学びました。そして，師が唯物哲学（falsafah－ye　madl）の研究のた
　　めに開講された特別授業の集まりのひとつに参加しました。この20年間に，イラン人
　　のために唯物哲学が事実無根であることを示すために計画してきたil哲学原理一現実
　　的方法Osul・e　Falsafah　va　Ravesh－e　Rialisti　」は，この恵みにあふれる交わりによって基
　　礎が据えられたのです。（31）
　一方，『太陽の断片Pareh－ye　Kh◎rshidSというモタッハi］　一の家族や知人たちの回想録の
申で，タバータバーイーのインタヴューが掲載されている。そこで高齢の師は，弟子の理
解力の高さを強調している。また，タバータバM一がテヘランを訪れるときはいつで
も，モタッハリーの家に滞在したという。（3L’）
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　これまでに述べた三人の恩師，ホメイニー，ボルージェルディー，およびタバータバー
イーのほかに，すべての伝記記者が強調するもう一人の人物がいる。シーラーズィー（
Hajj　Mirza　Ali－ye　Shirazi）である。この人物はモタッハリーに『雄弁の術Nahj　al－Balaghah』
という書物の奥義を伝授したことで知られる。『雄弁の術』とは，12イマーム派シーア主義
で認められた12名のイマームの中で初代の位置を占めるアリーの説教，演説，手紙などが
収められた書物である。シーア派の信者にとってはコーランに並ぶ重要性を持つ。シーア
派そのものが「アリーの～派（シーア・アリー）」から派生したわけであるから，この書物
の意義はおおよそ察することができるであろう。
　モタッハリーは，もちろん以前からこの書物を知っていたが，1941年の夏期休暇中にエ
スファハーンの町を訪れたとき，この師と出会ったことによって，その意味が一変した。
　　　私自身の恩師，私の生涯に出会った最大の人物の一人であり，まさしく禁欲主義者，
　　信者と信仰人の模範であり，歴史の中で読んだことのある真正の先達を思わせる，故
　　シーラーズィー師について，記憶しておりますが，それについて語るのは無益ではな
　　いでしょう。
　　　ig41　一　42年の夏，私はコムからエスファハーンへ行き，初めてあの偉大な方におH
　　にかかり，傍らにいる機会を得ました。もちろん，こうして知り合ったことで，後に
　　私のほうからは激しい愛着，またあの偉大なお方のほうでは，教師のような，また父
　　親のような愛情へと変りました。同様に，後になってあのお方がコムに来られて，私
　　たちのところ（hojreh）に滞在し，あのお方に愛着を抱いていたすべての学院の偉大
　　なる学者諸氏が，そこであのお方に面会いたしました。
　　　1941年，初めてエスファハーンに参りましたが，エスファハーン㈹身）の人で，
　　11年閥も私の討論相手（mobaheseh）であり，今コムの学院で教師をしているモジュ
　　タヘドである入物が，（33｝あることを私に提案したのです。サドル学院に偉大な学者が
　　いて，『雄弁の術』を教えている，その人のところへ勉強しに行こう，と。
　　　この提案は私にとって意義深いものでした。「初学者（kefayah　aLosu1）」と呼ばれる
　　一介の学生が『雄弁の術』を学ぶ必要性はいったい何なのでしょうか。『雄弁の術』を
　　一人で研究したり，また知り合って援助を得ることのできる人の力によって問題を解
　　決する（必要性は何なのでしょうか）。
　　　休暇中だったので，格段することがありませんでした。その提案が私の討謝目手か
　　らであったので承諾いたしました。私は出かけました。しかし，すぐに自分自身の誤
　　謬に気づきました。自分には『雄弁の術』がわかっていないことがわかったのです。自
　　分には先生から学ぶ必要があるばかりか，雛弁の術』の正しい教師がいなかったこと
　　を告白しなければなりません。さらに，敬慶で精神性のある人々の中の～人と対面す
　　る場合，私たち学生の言葉でいう「（旅の）荷物が確固たるものになれば（整えば），
　　（案内は）誰に求めましょうかjということが理解できました。（そのお方は）私が長
　　い道のりで旅の荷物を縛り，一緒にいて恵みを受けるにふさわしい人物の一人でし
　　た。
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　彼は自ら『雄弁の術』の体現者（molassem）でしたし，『雄弁の術囲は彼の生命の
深奥に入り込んでおりました。この人物の魂は「信者の長（Amir　al－Mu’menin＝イマー
ム・アリーの称号）」の魂と結びつき，ぶつかり，結合していると感じました。私は常
に思うのですが，まさしく私自身の魂の最大の源泉をこの偉大な人物の言葉とみなし
ております。（高貴なるアッラーの恵みが彼の上にあらんことを，さらに，清浄なる聖
者と，無謬なるイマームたちと共にあらんこどを）｛3‘）
　このように，モタッハリーがコムに滞在した期間（193卜52）は，学者，思想家として，
また指導者としての内的成長，充実の時代であった。この時代に彼の将来の活動が準備さ
れたといってもよい。疑いもなく，この住み慣れた聖なる町を去ることにためらいはあっ
た。しかし，すでに述べたいくつかの理由で，モタッハリーはコムを去ることになる。飛
躍への出立であった。
［酋都テヘランでの活動司960年代半ばまで］
　前年結婚していたモタッハリーは，（35）1952年テヘランに移った。そして移住後2年，
テヘラン大学神学部で教授職に就いた。この環境の変化は，彼の人生の画期であった。な
ぜなら，これまで宗教学者に囲まれたコムの学院から若い世俗的な知識人なかんずく学
生，さらにバーザールの商人など，一般の信者と直接接することになったからである。
この点で，バーケル・モインの次の指摘は正しい。
　　　伝統的な宗教学院の囲いから抜け出し，非常に異なったテヘラン，ならびに大学と
　　いう知的環境に入り込んだことで，モタッハリーは単に薪しい知的挑戦に直面したば
　　かりでなく，急速に変貌を遂げるイランの都会的状況の中で，イスラームの要求に応
　　じて人生を過ごすために様々な問題を理解し，それと折り合いをつける必要性にも直
　　面したのである。大学の外で行った多くの活動の結果として，彼はこれらの問題を広
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範で多様な社会的側面から見ることができた。というのは，彼はもとより転統的な宗
教世界とも接触を保っていたし，引き続き（その世界での）地位を高めていたのであ
る。近代的なイスラーム的イデオロギーを作り上げようと努めたほかの多くのイラン
人と，モタッハリーはまさにこの伝統的背景によって区別されるのである。｛：IS＞
　モタッハリーは大学で教鞭をとる傍ら，様々なイスラーム関係の集会で講演活動を行っ
た。その活動を通じて，イスラームが今日抱える問題群と新しい時代に対応する方策につ
いて人々を啓蒙したのである。彼は講演の原稿の大半を出版している。別掲の表に見られ
る（P．　225）1953年から1970年ごろまでの講演の演題目，出版物のタイトルを見ると明ら
かなように，テヘラン移住から16　－7年間の研究テーマの申に直接政治にかかわるものが
ほとんどない点に気がつく。本伝記の冒頭でも引用したように，モタッハリーの基本的関
心は，一つは一般信者の啓蒙活動，他は宗教学者（ウラマー）の内的堕落に対する批判で
あり，これと表裏する自らの属する階層の改革であった。
　彼は「イスラームにおけるイジュティハードの原則（Asl・e　ljtihad　dar　lslam）」という講
演の中で，7代躍イマーム，ジャファル・サーデクの言葉に雷及しながら，宗教学者の倫
理性について次のように述べている；
　　　一・一人の宗教学者（yek　‘alem－e　ruhani）カミ肉的な誘惑（hava－ye　nafs）に抵抗する
　　のと，一般の信者一入の抵抗には相違があります。なぜなら，各人の誘惑はそれぞれ
　　定まった事柄にかかわっているからです。若い人に対する誘惑と老人のとは別物であ
　　るし，すべての人には地位，階層，年齢においてある種の誘惑があります。一入の宗
　　教学者の肉的な誘惑の基準は，たとえば酒を飲むとか飲まないとか，賭博をするとか
　　しないとか，また祈りや断食を放棄するとかしないとか，こういうものではありませ
　　ん。彼の誘惑の基準とは，地位，階厨，手に口づけされたいとか，名声，愛情，人々
　　が彼に従っているかどうかという関心，自らの師のために公的資金（bayt　a1－mal）を
　　用いたり，あるいは，人々または身内の手，特に貴顕（aqazadegan－e　gerami）の手を
　　公的資金に染めさせるようなことなのです。13’）
　ただ，この時期の活動が，表立った反政府批判に焦点が当てられず，むしろウラマーの
内部改革に陶けられていたのには理由があった。すなわち，シーア派学界では信者の遵守
すべき法的規範の究極の拠り所として「模倣の源泉（marja’　al－taqlid）」を認定するが，す
べての信者はマルジャに従う者（moqalled）として，必ず慮らの従うマルジャイ・タクリー
ドを持たなくてはならない。19世紀半ば以降，シーア派世界全体で唯一最高のマルジャ
イ・タクリードを認定する慣習がほぼできあがっていた。単～のマルジャイ・タクリード
の権威が確立していると，シーア派共岡体全体の意思の統一がきわめて容易となるからで
ある。しかし，前記のボルージェルディーが単一のマルジャであったころ，現実の宗教学
者の権威は相当地に堕ちていた。モタッハリーの自伝は，シーア派世界で最高の権威を持
つはずのボルージェルディーが病気療養でマシュハドに行く一件で，首都におけるこの人
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物の認知度がどれ程低かったかを，図らずも露呈している。（3s｝実際，1961年3月30　Bに
彼が没すると，単一一のマルジャイ・タクリードは選出されず，集団的マルジャ体制となっ
た。
　このように，1950～60年代の宗教界は決して活況にあったのではなく，むしろ低迷して
いた。既述の通り，1960年代初めに，「白色革命」に乗り出した国王（シャー）は，米国
の支援を背景に露骨に宗教勢力の壊滅を謀っていた。宗教界はいわば内憂外患に苦しんで
いたのである。この状況の下で，モタッハリーが自らの使命として痛感したのは反体制活
動よりはむしろ，自らも含めた宗教学者自身の自己批判であり，さらにイスラームに関心
を失ってしまったイラン人，特に青年層に対する教育であった。
　こうして，この時期のモタッハリーの著作，講演の主題として，倫理，女性の地位など
問題が妊んで取り入れられた。これは，イスラームが真正の宗教であること，決して新し
い時代に取り残された宗教ではないなど，人々の啓蒙活動に重点が置かれていたことを示
している。
　この内奥に沈潜した思索と啓蒙の時代がモタッハリーにとって真にどのような意味を持
とうと，時代は静止してはいない。1963年，コムで不穏な状況が生じたのである。ファイ
ズィエ・モスクの悲劇，ならびにいわゆるホルダード月15日事件と翌年のホメイニ’一一　pa外
追放事件である。
　国王モハンマド・レザーは米国の援助を背景に1963年1月「白色革命」（後に「シャー
と人民の革命」）を宣雷した。その骨子は農地改革であったが，「革命」の五項目の中に婦
人参政権の問題が含まれており，この点が宗教学者の憤激の原因となった。首都やコムの
町では反対運動が起こり，人々は反政府集会を開催し，自主的に店舗や事務所を閉鎖した
（バスト）。このとき，イスラーム同盟（The　Coalition　of　Islamic　Societies）が重要な役割
を果たすが，この活動においてモタッハリーは，べヘシュティー（Mohammad｝loseln
Beheshti）やバホナール（Moha㎜ad　Javad　Baho副などとそ働を共にしていた。一方，
後イスラーム政府初代の首掘になるバーザルガーン（Mehdi　Bazargan）などの率いる自由
運動など世俗的なイスラーム主義者による反体髄運動もこれに同調していた。
　これに先立ち，ホメイニーは，シャリアトマダーリーやゴルパーイェガーンなど慎重派，
あるいは「保守派」のウラマーと協議を行った（1962年10月ごろ）。このような指導的宗
教学者に対する積極的な働きかけと同時に，ホメイニーは商人たちとの関係を強化し，そ
の知名度は一気に上昇していった。この状況の下で，宗教学者たちに指導された人々は，
コムのファイズィエ・モスクに結集して，抗議を行った（1963年3月，イランの正月）。こ
れに対して政府の強硬な弾圧が行われ，多数の犠牲者が出た（ファイズィエ・モスクの悲
劇）。
　さらに，政府は4月前半，これまで兵役が免除されていた宗教学者に対して兵役の義務
を課した。彼らはなんら事前の連絡を受けることなく，突然兵営に連行されたという。細
この暴挙に対して再び宗教学者を中心とする人々の反対運動が起こった。特に，6月3B
はシーア派信者にとって宗教感情が最も高揚するアーシュラー，すなわち，彼らが敬慕し
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てやまない三代目イマーム・ホセインの殉教記念日であった。ホメイニーは，現体制の圧
制はまさに1300年前にウマイヤ朝が行ったのと同様であり，これに敢然と立ち向かったホ
セインと現状を対比する説教をおこなった。コムは反体制運動で盛り上がった。この時点
で確実にホメイニーは反パフラヴィー体制運動の首謀者とみなされていた。上記説教の二
日後，秘密警察（SAVAK）の役人と兵士がホメイニーの住居に来て，彼を逮捕，監禁した。
ホルダード月15日（またはモハッラム12日）事件に連座して60名程度のウラマーが逮捕
されたが，モタッハiJ　一もその中に含まれていた。（’a°｝最初の逮捕であった。一方，ホメイ
ニーは翌年4月にいったん自宅に戻ることを許されたが，引き続く宗教勢力の反体制運動
が継続される中，64年11月，再度政府はホメイニーを逮捕，そのまま空港に連行し，国
外へ追放したのである（11月4E）。
　この間，モタッハリーはテヘランにいて，イスラーム同盟などの活動を通じて運動との
関係を維持していた。しかし，反政府運動は強力な権力によって押しつぶされた。バーケ
ル・モインは，国外追放されたホメイニーにとってイラン国内で最も信頼できたのはモ
タッハリーであったという。事実，1968年，ホメイニーはモタッハリーをイラン国内にお
ける自らの代理人に任命する旨の教令（ファトワー）を発布している。その教令の申で，
シーア派に固有の宗教税の申で宗教学者が自由に裁量できる「イマームの取り分（sahm－e
Imam）」㈲の徴収を彼に委託し，その単分を宗教の振興と確立のために用いることを許可
している。
　このようにホメイニー追放後のイラン国内の指導を「託された」モタッハリーではある
が，1964年以降の彼の活動を見ても，相変わらず積極的に政治活動にかかわっていた印象
はない。やはり，彼の最重要の関心はイスラーム離れした人々（特に若年の知識人，学生）
の啓蒙活動であったように見えるのだ。モタッハリーがこのように政治に積極的に関与せ
ず，白ら「手を汚さない」慎重な態度は，とかく彼の対抗者から厳しい批判を受けた。ホ
メイニー思想のもっとも正統な継承者であることを自負するこの入物にとって，主要な関
心は，まず現代社会におけるイスラームの正しいあり方，これを哲学的に倫理的，社会的
に体系づけ，一般の人々に納得の行く形で解説することであった。モタッハリーの本質は
この点にある。この人物は少なくても政治指導者ではなく，運動を知的に支える参謀の役
割を果たすことを本領としていたのであろう。結果的に，このような活動がなければ，革
命そのものの理念が喪失する可能性は十分にあったわけである。モタッハリーの評価はこ
の点にかかっている。1963　一　64年の激動期を通して，コムでの反体制運動の苦い経験のせ
いだろうか，彼はむしろこれまで以上に知識人の啓蒙活動に精力を傾け始めた。その最も
重要な部分が，蟹頭で触れたホセイニエ・イルシャードの活動である。
〔ホセイニエ・イルシャード〕
　薪しい時代に対応するために，主として若年の知識人にイスラームの薪しい価値を認識
させる教育機関として設立されたのがホセイニエ・イルシャードである。政治活動は～切
その活動内容に含まれていない民問の教育機関であった。すでに述べたように，この教育
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ホセイニエ・イルシャーFの講義室
機関は1963年，テントの講義室で始まった。そして，1967年の冬，立派な講義室を持つ
建物が薪しく完成し，68年1月14日，慈善組織として登録された。設立者は，ホマーユー
ニーMohammad　Homayun，アリーアーバーディー〔Abd　al－Hosem’Allabadi，ならびにミラー
チーNaser　Mlrach1　Moqaddamであった。同蒋に三名から構成される理事会（hei’yat－e
modlreh）が結成され，ホマーユーニーが会長，モタッハリーは副会長，さらにミラーチー
が会計監査であった。ただし，副会長職は要職ではなく，しかもモタッハリーは同機関の
設立に果たした役割の低さから，この職にさほどの関心を示したわけではなかった。た
だ，この教育機関の業務の重要な部分である，講演者の選定や出版事業に関しては並々な
らぬ強い関心を持っていた。
　225ページの一覧表を見ると，イルシャード期のモタッハリーが，近代的なテーマ，たと
えば婦人問題，性倫理の問題などを扱っている点に注目される。この傾向は，批判的な
人々から蒔に大衆迎合主義と椰楡されるが，この批判は的外れである。おそらく，モタッ
ハリーは新しい時代の若者や婦人たちが高い関心を持つテーマについて，イスラームの立
場から何らかの圓答を与える必要性，使命感のようなものを感じていたのであろう。ただ
し，その立場は婦人の社会的役割に対してある程度の理解を示すものの，基本的には男女
それぞれの役割分挺を大前提として容認するものであった。ωとはいえ，イスラーム社会
論の画期的な～歩であった。
　このように，イルシャードでの活動の初期，モタッハリーの関心は伝統墨守，頑迷固晒
な宗教学者に対する挑戦，批判を含むものであった。したがって，彼が講演者として選ん
だ人物には，シャリアティー父子など，きわめて近代的教養を備えた人々が含まれている。
233
モルタザー・モタッハリーの蕉三涯
講演の内容を重視しており，講演者の聖俗の区別に対してあまりこだわりがないようであ
る。たとえば，息子アリー・シャリアティーは（43），後年ホメイニーに並ぶ革命運動のシン
ボルとまでもてはやされたが，この人物はパリで社会学を専攻し博士号を取得した世俗的
知識人であった。イルシャード期初期の段階では，モタッハリーは講演者が宗教学者であ
るという点に必ずしもこだわっておらず，聴衆の関心の度合いが高いテーマにしたがって
講演者を選ぶ寛容さがあった。しかし，70年ごろを境にして，冒頭で触れたように，ホセ
イニエ・イルシャードの運営方針（特に，ミラーチーの「專横」），ならびにアリー・シャ
リアティーの絶大な人気を背景にした過激な講演などが主因となって，モタッハリーは
徐々にイルシャードから距離を置くようになる。これに関して，シャリアティーの成功に
対する嫉妬を指摘する向きもあるが，本質的な問題ではない。では，モタッハリーはなぜ
イルシャードの活動と絶縁したのだろうか。
　故郷を離れて宗教を天職と決意してから，モタッハリーの基本姿勢は生涯あまり変化し
たとは思われない。関心の推移はあったものの，コム時代，テヘラン初期，ホセイニエ・
イルシャード期と一貫して，倫理的関心が強かった。首都に移ってから本格的に執筆，講
演活動を行う中で，テーマの中心は，やはり常に信伽，倫理である。もちろん，これらは
宗教思想，暫学思想の最基底の問題であるから，これらに重点を置くことはけだし当然で
ある。ただ，イルシャード期が終わるまで，彼は積極的に政治的（反体制的運動はもとよ
り反イスラーム的グループも含めて）内容の著作をほとんど著していない。記述の通り，
彼はすでに25歳前後の段階で西洋の唯物主義の学習をかなりの熱意を持って行っていた
し，コム期末期にはタバータバーイーの元で藤洋哲学批判の研究をした。しかし，それら
は基本的には哲学，思想レベルの問題であって，政治的過激さは見出せないのである。
　ところが，1970年代からは従来見られた非ウラマーによる自由主義的講演に対する寛容
さは希薄となる。たとえば，アリー・シャリアティーの代表的講演『イスラーム学Islam
Shenasi』について，モタッハリーは厳しい批判を行った。（1’‘｝つまり，この作品は散文の形
を取ったイスラーム詩人の作晶であって，美しく描かれてはいるものの，その大半は社会
主義共産主義，史的唯物論，実存主義に関するものであると，いうのである。この書物
の最大の欠点は，イスラームの問題を論証するのに，コーラン，伝承を正当に用いていな
い点であるとする。また，イスラームでは神が昌的そのもの，存在の根源であるのに，世
界の羅的に運動，進化をとり入れるなど，逸脱が著しい，と指摘している。同時に，ツー
デ党を初めとする共産主義，西洋の唯物主義などの反宗教勢力に対する撹判の度合いが激
しさを増した。
　モタッハリーにとって，ホセイニエ・イルシャードでの収穫は，ここで定期的に行った
講演を通じて自らの拠って立つ立場をいっそう明確にできた点であり，さらに具体的には
出版物の形でより広範な読者に自らの愚索の成果を示すことができた点である。他方，ウ
ラマー階層の中で近代主義的な視点から内部改革を陰指してきたが，その過程で世俗的知
識人の「逸脱」を直接体験することになった。
　冒頭で引用したモタッハ’］　’一の雷葉は，一面で師ホメイニーの主張の敷街であり，同時
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に，彼自身の思索の到達点でもあった。すなわち，真正のイスラームは必ず護られねばな
らないし，それは真正な宗教学者によってのみなされねばならないのであった。
〔1979年の革命，曙殺〕
　ホセイニエ・イルシャードを去ってからも，モタッハリーが積極的に反政府運動の前面
に現れることはない。（’tS）いやむしろ，72～75年ころのイランは石油収入を背景した異常と
もいえる貯景気の中で，パフラヴィー王朝が反体制勢力を取り込むことができた時期で
あった。結局，この石油ブームが王朝の命取りになったのであるが，少なくとも一時的に
経済問題は「解消」されたため，反体制運動の存在根拠が失われた。一部王族や直属の臣
下が莫大な利益を享受したとはいっても，一般の人々もそれなりの恩恵を受けることがで
きたからである。
　だが，モタッハリーはこの間も国外追放中のホメイニーと密に連絡を保っていた。その
一方で，イルシャードを去ってからの彼は，これまで同様，指導的ウラマーの倫理の重要
性，一般信者に対するイスラーム教育などに関する講演や著述に加えて，より明確に唯物
主義（社会主義，共産主義のみならず西洋の無神論一般）批判を展開し始める。この批判
は唯物主義全般に対する思想的なものであると同時に，西洋列強のヂ操り人形」であるパ
フラヴィー王朝支配者の批判をも含蓄するものであった。さらに，唯物主義の危険性に対
する警告は，圏内の社会主義・共産主義的政治活動家（ッーデ党など）に対しても向けら
れた。確かにホメイニーは，反体制運動を成功させるために極限まで左翼勢力の力を利用
する戦略をとっていた。しかし，ホメイニーもその直弟子もともに，例えばモジャーヘ
ディーネ・ハルク（人民聖戦団）のようなグループの危険性を早期から認識していたので
ある。｛4s）
　このように，79年の革命が宗教革命であるための思想的裏づけは，主としてモタッハ
リーとその支持者によってなされていたといえる。彼自身はほぼ一貫して政治の表舞台に
登場して指揮権を行使することがなかったため，自らは決して手を汚さない人物として
様々な批判を受けたことはすでに紹介した。これはモタッハリーが政治活動家に分類され
る人物ではなく，その本質においてあくまで思想家であることによる。誠実に師の考えを
継承し，敷術しながら，それを世俗的知識人，さらには一般信者に伝えていく役割を果た
した。彼はイルシャード離脱後，執筆活動はいうまでもなく，エライヒー大学，ジャ
ヴァード・モスクなどで精力的に講演活動を継続していたのである。
　「石油ブーム」後数年を経ずして，イラン経済は急激に破綻し，徐々に革命的雰囲気が醸
成された。そのさ中，1976年，モタッハリーはイラクのナジャフに留まっていたホメイ
ニーを訪れて，指示を仰いだ。ついにホメイニーは，パフラヴィー王朝打倒の革命運動に
「行け」の指示を出した。その翌年，モタッハリーは公権力によって公の場での説教を禁じ
られたが，革命が本格化する78年には押しも押されもせぬ革命指導者の一人として認めら
れていた。同年暮れ，ついにクライマックスが訪れた。イラクを追われ，フランスのパリ
近郊，ノーブル・ル・シャトー（Neauphle4e・Chateau）に移っていたホメイニーと会見を行
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い，運動の最終的詰めに関する協議を行っ
たのである。
　1979年2月11日，革命は成就した。ホ
メイニーは，15年に及ぶ国外追放の末，イ
ランに帰還したのである。宗教学者が国政
を全面的に担うという現代世界史上例を見
ない「宗教革命」であった。
　革命後，モタッハリーは革命評議会の一
員として国政の運営に枢要な役割を果たす
ことを約束された。しかし，ホメイニーの
イラン帰還から約3ヶ月後，5月1臼，と
ある集会に出席するため出かけたモタッハ
リーは，敵対者の凶弾に発れた。フォル
カーンと｛‘7）いうグループの一員による犯行
だといわれる。
　革命の立役者の一人が一瞬にしてこの慢
を去った。彼の葬儀に参列したホメイニー
は，号泣したという。これは，普段めった
に感情の起伏をあらわさない老学者の弟子
に対する愛情の深さを伝えるエピソードと
して短られている。彼は愛弟子の暗殺後一
周忌に次の書簡を寄せた；
　　　私が今，彼について申し上げたいこ
　　とは，彼がイスラームと知識のために
　　価値ある奉仕をしたことであり，非常
　　に嘆かわしく思うのは，犯罪者の手に
　　よって，この実り豊かな樹木が知識と
　　イスラームの領域から奪われて，すべ
　　ての人々がその価値ある果実から切断
　　されてしまったということでありま
　　す。モタッハリーは私にとっては愛し
　　い子供であり，宗教と簿識の領域に
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とっては堅固な保障，国家にとっては価値ある奉仕者でした。神は彼を慈しまれ，イ
スラームの偉大な奉仕者たちの近くに位澄を占めさせたもうでありましょう。｛’as）
　モタッハリーの亡骸は，
享年60歳。
コムのハズラテ・マースーメ（ファーテメ）廟に埋葬された。
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　　拙訳の解説を参照されたい。さらに，上掲ぎイスラームの祭り肝シーア派小史」158　一　i69ページ
　　においてやや詳しくマルジャイ・タクリードの制度について解説したので参照されたい。
17）上掲財スラームの商法と婚姻・離婚灘6－7ページ。
18）　S．O．p．126．
19）レザー・シャーの退位，第二次琶界大戦後のイランの国内事情，とりわけ共産党（ツーデ党）な
　　どの左翼勢力の台頭に関しては，拙稿「史豹唯物論とイスラームーMモタッハリーのイスラーム
　　的世界観一」『大阪外国語大学論郷第30暑（2004年）85－89ページを参照。さらに詳しくは，
　　E．Abrahamian，　Iran：Between　Two　Revolutions，　Princeton，1982，　Sepehr　Zabih，　The　Communist　Movement
　　in　Iran，　Los　Angeles，1966，などを参照。
20）SGVpp．／2－13．青年晴代の煩悶に関しては，‘Ellal・e　Gerayesh　beh蟹adegeriの序文に詳しい精神の遍
　　歴が記されている。この引爾は，本書6－7ページから取られたものである。
21）　S．O．p．140，
22）　Ibid．p．142－　3．
23）　P．1（H．p．85－86．
24）S．G．V．pp．18－19．
25）モタッハlj　一の息子，アリーは精に父親とホメイニーの関係を強調して，華命で果たした役割を
　　前面に出している印象がある。PK｝1，p．120．
26）Baqer　MQin，Khomeini－Li艶of　the　Ayatollah一三B，Tauris，　London，1999，第2章と3章でホメイニーの学
　　生時代の解説がなされている。特に第3章，すでに27歳くらいで神秘主義哲学に通じていた，と
　　される（44ページ）。このテーマに関するホメイニーの著作で利用しやすいものに王nterpretat三〇n　of
　　Surah　al－Hamd　in　Light　wit届n　Me，　Ansariyan　Publicat童ons，　Qum，pp．121－196などがある。
27）モタッハリーの重要な著作にEnsan－al　Kamel，Entesharat－e　Sadra，1992，がある。人間としての完成
　　の極地とは何か，という倫理，哲学上の問題を扱っている。私見では，モタッハリーの哲学研究
　　の到達点はこの問題であったと考えている。云うまでもなく，「完壁な入間」の理想的モデルは初
　　代イマーム・アリーである。
28）モタッハリーはイスラーム入門書としてAshena’i　ba　［Olum・e　lslami，Entesharat－e　Sadra，　n．d．を表して
　　いる。それぞれの章は分冊されて繊版されたが，後に～偲の岡タイトルの書物としてまとめられ
　　た。そのなかで，rイルファーン（神秘主義神秘哲学）」の章があり（80　一　155ページ），本伝記
　　で紹介した神秘の階梯についても解説している（125　一　155ページ）。
29＞このリストは，モタッハリ～の著作，講演活動に関する詳細な観究，Seiri　dar　Athar－e　Ostad・e
　　Shahid　Mortaza　Motahharl－Ketabnameh－ye　tawsifi　va　Mawzu’i，1〈etabkhaneh－ye　Sadr，　1983，pp．57－60をもと
　　にして，若干手を加えたものである。出版年と実際の講演の年が一致しない場合があるが，1979
　　年の暗殺以後のものを除けば，講演のrw　Nと出版年は大きな根違はないと推察できる。
30）　S（三Vpp．15－1a
31）Ibid．p．22．タバータバーイ～に関しては，さらに同入物によるShl’eh　dar　lsla鵬，　Shi’ite　lslam　tr．　by
　　Seyyed｝90ssein　Nasr，　London，1975，がある。「緒言」3－28ページに訳者による詳しい解説があるの
　　で，参照されたい。
32）　P．K］張運）p．356－358．
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33）確実なことはいえないが，おそらくこの入物はホメイニーの後継者として，一時革命指導者の候
　　補に上がったモンタゼリーと推察できる。
34）　S．（主Vpp．30－－32．
35）P．KH．97　一　108，に妻のインタヴューが掲載されている。それによると，彼女も肇職者の家庭の幽身
　　であった。彼女の母親は，宗教学者との結婚に大反対であったという。読雷によると，モタッ
　　ハリーは女性に優しく理解があった。例えば，娘の教育にも大変熱心であったという。夫婦には
　　女子4人，男子3人の子供がいたが，娘のうち二人は大学を卒業している。また，毎朝皐く起き
　　て家族のお茶を準備するという習慣があった。
36）Baqer　Moin，　Qp．cit．　p．169．
37）上掲拙訳「イスラームにおけるイジュティハードの原則」，159－169ページ。
38）S．G．V［pp．22　一　24，病気療養のためにテヘランそしてコムへやって来たボルージェルディーがかねて
　　よりの願，マシュハド巡礼を果たしたいと雷いった時，翼囲の者はまだ師がテヘランの人々に十
　　分知られていないために人物にふさわしい敬意が払われないことを恐れた。そこで，様々な理由
　　をつけて巡礼を思いとどまるように勧めたのだが，ボルージェルディーは結局意志を通した，と
　　いう。この話は，当代随一の学者の徳を示すことを意図しているが，首都でこの人物の認知度が
　　さほど高くなかったことを示している。
39）S．Z．αpp9－26，にラフサンジャーニー元大統領の圓想が記載されている。その中で，1963年にお
　　こった一連の事件についての記述がある。特に，pp．18　一　23を参照のこと。
40）王bid．　p23．この年モタッハり一は初めて投獄されている。その後，1972年にも逮捕，投獄，さらに
　　1977年には説教団に上ることを禁止されている。
41）「イマームの取り分」とは，シーア派で信者に課せられた税金の一部分の名称である。シーア派の
　　僑者は，一年間の必要経費を差し引いた余剰収益の五分の一（ホムス）を宗教税として自身のマ
　　ルジャイ・タクリードに支払うことが義務付けられている。この資金は，1）神，2）預言者，3）
　　イマーム，4＞孤児，5）貧者，6）旅行者，に配分されることになっている。3）の項目が「イ
　　マームの取り分」である。しかし，現実には，この6つの項Eの内，前3者はウラマー（特に高
　　級宗教学者モジュタヘド）の自由裁量できる部分であった。したがって，宗教勢力が為政者から
　　経済的に自立するという観点からきわめて重要な鋼度である。豊冨な資金を自由に使えるマル
　　ジャイ・タクリードは必然的に広範な権力を行使することができた。さらに詳しくは，Khomeini，
　　Masa’el－e　Eqtisadi，tr．and　ed．　by　‘Abd　al－Karim　bl　Azar－e　Shirazi，Sepehr，1980などを参照のこと。
42）モタッハリ～には，イスラーム社会における婦人の位遣を取り扱った著書に，Mas’aleh－ye
　　E｛ejab，Entesharat－e　Sadra，1995，　Nezam・e　Hoqu（｝e　Zan　dar　lslam，　Entesharaトe　Sadra，1995．がある。
43）シャリアティーについては，上掲，Ali　Rahnema，　An　ls】amic　Utopian，に詳しい。さらに，　Marxism
　　and　Other　Western　Fallacies；An　Islamic　Critique，tr．　by　RCampbell，Mizan　Press，1980，さらにOn　the
　　Sociology　of　lslam，tr．　by　Hamid　Algar，Mizan　Press，1979，などがある。ただし，アルガーは，岡翻訳の
　　解説でモタッハリーとシャリアティーの慰想的目標の同一姓を説くなど，重大な誤りを犯してい
　　る。私見では，両者の立場には1970年初期の段階で，ほとんど修正不可能なまでの翻齢が生じて
　　いる。詳しくは，上掲拙稿「史的唯物論とイスラームーM．モタッハリーのイスラーム的世界観」
　　を参照。
44）Ostad　Mota臨ari　va　Rowshanfekran，Entesharaもe　Sadra，1993，pp．34　一　59．本書で，モタッハリーはシャ
　　リアティーの語法の誤りや思想上の問題点を，逐次検討批判している。同時にシャリアティーの
　　時代的阪界を認めながらも積極的に評価する立場の一例として，￥ann　Richard，Shi’ite　lslam，tr．　by
　　Antonia　Nevill，Blackwell，1995，も参照のこと。
45）　S．Z．（）．pp．68・69．
46）P．KH．p．126，Baqer　moin，op．cit．p．176，その他。モタッハリーは革命運動の初期からモジャーヘディー
　　ネ・ハルクのようなグループとは僑条において根本的に異なることを自覚していたという。
47）フォルカーンについては不明な要素が多いが，リシャールは，上re　Shi’　ite　lslam，p．176において，こ
　　のグループはシャリアティーが表明していた宗教階層に敵対する立場を支持する活動組織の一つ
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　　であるとして，モタッハリー以外にも反シャリアティーの立場を取る宗教学者を暗殺した，とい
　　う。1979年，同組織は解体され，指導者は処刑されたが，同じシャリアティー主義者組織の一つ
　　r迫害された人々の理想（Arman｛｝mostaz’afan）」は，その後数年聞，活動を継続していたという。
　　なお，PKH．には暗殺直前のモタッハリーとこのグループの微妙な関係が記録されている。モタッ
　　ハり一自身は暗殺の可能性をはっきりと自覚していたようである。
48）Seiri　dar　Athar－e　Ostad　Shahid　Mortaza　Motahhari，p．21．
〔付詑〕
モタッハリーの思想に関しては，さらに以下の拙文を参照されたい。
「モルタザー・モタッハリーの近代函洋唯物主義（無神論）批判一B．ラッセル批判を中心に」，EX
　　OR聡NTE　VOL．5，2001，157　一　182．
「モルタザー・モタッハリー（1919　一・　ig79）の社会，倫理思想の理解に向けて」
EX　OR聡NTE　VOL．1，1999，227　一　24tl．
rイスラームの誓学者が見たキリスト教一M．モタッハリーの場合一」『基督教研究遺第64巻，第1号，
　　2GO2，　33－45．
「神の公正（‘Adl・e　elahi）の現代史的意義一M．モタッハリー（1919－79）の神議論」
『大阪外国語大学論集調第23号，2000，123　一　139。
（2004．　12．　25受理）
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